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7.9化幌虫の欝 糾ヒ期幼虫の分散* 営本裕等*焚(京都大学曲学部品虫部研究由

2(i.2.23受理

私は兜に第2化期の望化供出に関る宿の披蜘こつい

て矧!.-･したがい,恥こ批npr随 について窮 2化糊の 2
化供出助虫の分散が,開場でどの将に行われるかが謂

嬰な.配cllある邪を考え,=三の鋼敷浪に考察を試みたo

I 嗣 撃 方 津

木調改ま元にJf,LfE楢の行った2化瞬虫による指の捌 女
に関する報野と淡行して行ったものであって,捉つi:

粥駿区の設嵐 排憧駄 作軌,気豹状況等について.-I_T,
それを劇現していただき掛 ､｡

2弗蚊虫の分散状況の調査にほ,糾取区よlj桐を昭

次に日を泊って十億 数だけ我き採:),墨を割って2化

駅虫幼虫の有無,幼虫散,弼巾の最大イ躍至抱 記銘し,､
その紙取よ()-既した分散経過鋸位慮しようとしたく)
叉他方最後まで撰粧した試験区についてはナ∴披吾鯉 の

出現状況哀感藤調査し,潤 の方比の助とした｡
日 蝕昏糞の出現と増加

被奮発の詣単にともなつで拭現し簡加する状態を妨

1逆毛に成す.碍2化用の射b供血幼血は卯より酵化す

,40

をと,その大部分のものは卵の盗みつけられた斐 (母

塞)に報って喰い込む｡1卵塊より贈った幼虫が,初

めて宿の蜜に喰い込むとき,発散して敷革の蟹に喰い

込むこともあるらしいo私の調査したBO例の-糾こ,押

化ヤ垢 の幼虫が2斐以上に喰い入ったと.Bit.われ蕪もの

が5例見られたOその内の叩 けは3輩に喰い入っているD

しかし,此の5例の中3例は,2本以上の丑に喰い入

った形跡は認められたが,喰い入った幼虫笹田避のみ

に比布していたo故に.1姉2化制の2化摂血によっこ

掴化慌甜こ出現する被害執ま殆んど企てが柑饗がjJつ

て,1卵塊当[)ユ蟹の'TM.埴=:が地ずるのが普通である

*京都大学盛挙部品数学研究賞米紙解1鮎 骨
不調薯a:行うに等って,御指執 御統閲を脇つ
取内田俊郎教授 ,問壕について個食を長見られ兜
銀河Ljl数軌 ~稲田胸筋教授,植木邦和の締氏並び
に′,河野通郎氏始め漬都大学膜学部鹿虫学折死域
の各散の御協力に附して問い感謝の窓を抑こした
も､.

*ホ粗衣は香川鹿科大学植物体趣撃改革
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串1炎1卵塊よlj生じた幼虫による被沓顎の試適にともなう増加の有様牡_..･.稚__
竪管憶封墓毒
節Ⅰ列
‥-I･-I.i-'!:=l:i

-∴ ‥二

*その部分に屠する被脊現 有虫饗の絵被寮聖及有虫登に射す巷間分率を点すO

と胃える'o

幼虫の酢 ヒ眉当分の問ほ,被鰯 的 全く軸 比 ないo

Lかし, .2O日日を過ぎる頃よE)被害数欄 々に糟加

を飴恥 30HF=偶には,被暑輩の瑚 nは甚しくなるO

比の綱 払 勿論-jffではなく,肺化幼虫数の多少･

酢蛸 珊瑚 晩,続過舶 隅 の簸鮒 現,縛の晶硬漁
に耕覆法其仙色々の鮮肉によって,当然甚しく密つで

くることが想倣される0 20-30日El剥二線被累壁の櫓

仙 洞 輝く離断渦 している株)内に撃しく,幼虫の贈

化后30aF=粒 は撒妹の分藁の約60JO,o'が被害を受けて
いるoLか湖 審雛 同時に憶株の脚 に隣る 塵 みI

刺)軸恥 も現唖 ,少数のもの綾更に次の列 脚 Ⅰ

刺)の棟内にも見ら摘 Q此の時期の破審堅持琵翻病
に約37%,帯Ⅰ列に約61%が在るが,酎 列を構成

する株の全てに被署華が出動 -るわけではなく,破薯
数蛸 の1/3-1/2に当る2-4､枚に見出せるにすぎ

町 域合が多いO此の時期の被事聾の母枕加 の凋 七
は姉2表に示した.こ でゝ離 ヒの分野旺摘綾求めるの

に,母桃内の紋繋選 (及び幼虫)の臨灘を僻に0線と

したO 一

賂二2-# 幼虫被磐饗の分布握灘 (cm･)

琴に日数を轟過すると被害輩は愚妹よ刷 れた部分
に多くなって氷る｡その蘭鵜 波涛蟹の琴胤 斑妹で

椎田と典に偉くなり,60El馴こ椎15%程度になるO

これに較ぺて,野 I列では被寮聾は急に8O%以上に増
加するが,その後50%以下にまで抵iなるふ絡まⅠ列

では被害塞鞠加が開始と紫に少数の披肇糞が生ずるが,

以後次雛にその率は増加し30%前後になる｡恥 .約日

馴こなると,'第m ,IV列に屯ユ0%経度の被審塞が

見川せるD波沓蛍分布の御株よL)の距離は約2韓に流
した｡ ､

更に同じ卵塊よEj芦別ヒした幼朗胴こよって新し(描
来る被韓顎の状況を臼を追って調べたQその結果によ

ると,新しく生じた被暑-RiI至の分布は,弗月表の通りで,

よく上の鷹巣を繋留しているOもし岩代塀虫が偏った

純3衣 斡加被奮窪の分布

謂 i母磯卜即列t節-桓画料 VF･J

Lh･L:一 ･･:
5.8

分散をせず,母糠より戚敬的に分放して行くならば比

の関係は熱こ明際に現われるであろう.敬啓染織加のi
速時的な状況を調べで見た結果 (弟ユ図), -日当り

弟1Ⅰ酢 披磐壁の廟L7

〆切あたり赦掌を増脚数
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の･lf伽披墨勤ま.攻紬 こ多くなって行くが,その増加

状況は岬ヒ後lqT2-'P円と4rJ-脚 耶tに於ける瑚鵜
的な上界と.'比の間者を通わ7ftr'-40L=111の比較的
上界の粒やかな部分との.3つの部分に分け'ることが.rH

来る｡しかL′かかる推移は何れの切倉にも見られるも

のと徳限らず.4別rH 例では中間部の弛絡 ま見られ
ず終始上昇をつづけたo被怒itIr:が･111･i加を始めた時を磁

過日放の施t:i.としてみると此の障妃は敬に著しく,鍋
鞍輩棚 n開始後転-3絹 の間に増加の1時的な退行さ

え見られる(節ユ図)｡此のことは,何灘 より一口分散

した幼虫が淀に次の移勅までの約 151ヨを新しく喰 ･､

入った封勺で過すことを重しこい.るのかもしれないo
mr 幼虫の分散

2化塀虫の幼虫の移動を同一の幼虫翻 こついて氾跡

するのは殆んど不可髄なので,2化妖血助血の分散拐

過を知るためには,幾つかの常駐区を溢過日数を変え

て綱車し,それに同一の幼虫群によって研しくtf悦 た

被婁饗の状況を迎簡的に調査した結月地 顔服して,推
封等しなければならないoこのようにして得た柚架を窮

4衣に示すO

母 避

1.0

2O

30

4:0

50

6し)

入るとき同時に喰い入る幼虫数があまり少な過ぎ机
.11･:布が肘肺こなるのでないかと憩帽はれや｡増感潤の､
牡梓幼虫矧 ま著しく琶々で少いものでは ユr)数lとらょり

如 ､もGr)ではユ16匹の放出が見川されている｡強喝萱
によ用 字化幼虫数が則るから,倒課内の整序幼虫斐納

期るのも当然である｡

2相 巨偶 より幼虫は分散を始め,増進より他の襲えl

父母陳よt)他の枕えと移動朗 白めるDとiO批 tの調盤で

は幼虫の G5%はまだ同盟内に滑り,他の大部分は範

Ⅰ列に,掻 く伽 ､のものが酢 lT列に見川され翫 幼

虫の瑚錬よL)の分散担酢ま,猿大及び平均札 51em

10.4cmであるO村山華当Ej幼虫数は,Hl･株(Tij:饗を除

き),精丁列,筋 目列各k7･7,3･1,.3･0である｡
有虫笥蔓の分布踊勧告,猿大及平均がそれぞれ 51cln,

]凡4cmであって,被告軍i;tのほとんど全て OG,8% に

劫血が見川きれるので,網者の分布雌離に由まとんど

差はない.しかし幼虫の平均分布btB廟は,被磐親 和

山Ll!,'iの何れよりも相当に小さく,幼虫が被磐饗の桐了

状況で見られるよりも--固相棚肘妃に集中しているO.

更に 40-珊 HF_ltこなると,増･丑に殆んど助成が濁

紗4韻 1卵塊より!E三じた幼虫の分散状況

㍗ 隷 書::萱l:7:享語

3.0
りr)

1.2

1.2

×母塗を除いた催愈示すO

*その部分に薦する幼虫に封IF･る官分率を示す｡

鮪2化湖の2化供血息卯よ卵酎巳すると虫としてそ

の卵塊の窪み付けられた饗に喰い入り,その後 20口
前后はその虫の中で生粥するものの様である0年い時
期に3本も生存軌虫を狩っている蟹 摘出SJf)が舶 )
れたことが1列見られたが,この時にも,総助成数の

sv)/F･o'以lこのものは母華中に生‡-T'i'していたQ
生存幼虫の数は,醇化後 107-1日の調査でjHL/71･'r14

例は醇化卵数の 81-S7JOo/を京し,雌1桝のみが,47

/oo,tい う低率を読していたo比の鰍通学化軌曲数が班
か 詔 とい う沙款であった｡その篤に生存幼虫の花見

郎 Lなかったものによ,JiJ誤差か,文は喰入幼虫数が少

も､つた篤かと思われるo晒化憶後に2装以上の喰入墨

の見拙されたものの西で,母逃以外のもやには瑠f:幼

虫が見川されなかったものが多いこと,脚化砥後の 2

化賦虫幼虫は岡部が激斑で発見し易いこと,の_2つを
考え合せると,射ヒ供出幼虫札 脚化直後桐の脚 こ喰
42

-1らな くなるOこれは把塞が幼虫に喰われで全く援項し

てしまい,生存に適 しなくなる雷と考妄られる｡田鹿
より他の墾え移動した幼虫も常に新しい迎えの移動を

撒 缶する株旦 50日印こぼ,有虫蟹は総披寮丑の80

%程度となるO幼虫の50JO,o'以上は,雛 ま,Il列の蜘こ
剰 JL,母軸こは,:30%前肩のものしか飼っていないO
幼虫の分布謀撒け紘Tl0日臥 投大及び平均は 85cm.
20･2cmである｡着地墾当り幼虫数胤 50日日,母
粗 筋Ⅰ期姉Ⅰ羊列,･弊 TrI列,姉ⅠⅤ 列それぞれ
ユ･3,エ･4,1･2,ユ･2で,どの部分でもおよそ等しい｡
宥虫蟹の分布踊酢忠東大及び平均それぞれ 85cm,
33iPcnlで泊んど被培幾のそれに等しい｡
淀が敗軍当室の 6.3%粒腔に班じていること
ると,幼虫が斑祉附妃に少くなり,生存数

被審婆が母棟内に増えた覇を物語?てい孟C･ニ万,
外側の部分にも ユ5%程度の生存幼虫の層なし亜
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が見川されることはこ牲r=TすべきであるO

仙川 ,大祐季節から云って10朋 きよ()ユ1月上旬

となり2化瞬虫の移動は殆んど終了したものと町われ

るが,助瓜は棚 射こ,約10%第 丁鉦 雛ⅠⅠ列灘 ⅠⅠⅠ

及Ⅰ 列にそれぞれ40%.37.p/o',】1%が分布する｡

助出の獅 榔酢蛸 大及平均が各々10Gcln,:-1717cm

である｡宥虫聖当りの幼虫数は場所に1-.る差は琵改めら

れなくなEj,有虫-=!I_=:の分布踊雛ま最大及平均がそれぞ
汁.lUG｡･111及 38･恥mで,幼虫及宥虫墾分和め平均

玖鯛畔 披磐蟹のそれよりも背しく大とな[),幼虫が分

弥如.]辺に多くなって来たことを爺しているo総被審

判こ対する有虫:=fl'fの率は,.EIL鞠 鶏 工列,窮]Ⅰ珊

姉Ilf及lV≧札 各々2(,,L',a',32,%'.52%,48%,で

抑]即こ比べて著しく括,J>川.つ中心よ摘 托れた部分で
も相当に種くなっている｡此の時期の幼虫の);I::･ない搬

鱒聖の内には,倭だ殆んど喰君を受けていないのに幼

虫の居ないものが多く見受けられたO此の箪げ.助_lk

が抑こよるff:_育を終えて椙以外え移ったのか,叉は桁
の肇でそれの成熟の矧 こ2化院庄.11ことって好適な食物

でなくなってきたものが摺した篤に移動の邦蟹が櫓え

たのか何れかであると考えられる｡

脊湘黍即こ放ける有虫弧 こついて,Jそq)坐の中二肘

る軌虫数の世数分布を調べて見ると第2園のようにな

った｡また同一軌虫群に対して行った連流調査の竹瀬

第2回:1墾内の幼虫数の減圧分布曲糠

加肘

蛤

仰

.f

･7J

x LJuL)

◎′ 5ut)

t3 JI0tJ

O ヨ08

f生みq)的gT.一統

について,その 60F相 の縛某を基として,嗣頚輪異

により推測した各L̀打即'の幼虫生存率を看虫墾1凍
当りの平均幼虫数とから,被告輩で幼虫の居ないもの

の聯加の趨勢を推定して見たOその結果は第r)衆の通
I)であるo此等の資料よE350日日ごろよ(),3四以上

の幼虫のいる彼韓獣が急に少くなt)殆んど大部分の有噂
虫勤まユ-2供の幼虫をもつことが判るO推定された
幼虫の尉ない被告茎の滑加数は,5鴫 巨は り増加を新

し特に6〕円剛こは急に著しく多くなっているO屯し2

化賦頭の移動が軍に自らの食署による稗肇の即発のみ

続 池
日 数

20

:州

40

rJ0

日n

約r)表 額の被拷 異 噌加数

加数(A)

4.2

ユ2.f)

1由.7

]6.5

31.6

推 兜 偲
:･":I-I.二甘 汗 二･p･､亘
i).7･

ユ5.7

26.7

34.8

,r3rl.7

i),7

13.0

ユ1.0

8.1

0.fl

.i.;I)

ll.■1

i.7

8.7

.'30.7

によるとするならば,虫ゐ桝ない被輯望圭の糊 口は.お
よそ桐 雌 の榊ILL汲佃 勺な推移をたどるはず ごあるo
幼淡の梧ない被告BI=:の叩即 位 放けるかけ離れた珊 耶

及び如上胤 こよる有功篭の腔数分和の日を泊って瑚 架

移状況から,榊耶個 から稜の二二化粧 抱の移脚 蛸虹
騒射こよる桁顎の搭撰のみによるのではないらしいこ
とが判るD劫血やニト存挙は糧過り矧か-のものの抑こ
も相当の差が見 触 るがユ0耶 ⅠのSO/Do/前後よEjG川

Elの3L-)Pa/までほぼ日数を断 血すると典に塊舶 勺に櫓下

している棒である｡5OEH==tのものが.2,I,.R%で著しく

低率であるが,これはその内に L-'.88% と云う依轡の
例を含 _;ためで,それを除くと41.03%とな(7,-はぼ
あてはまって来るo生存率を左獅 -る奴悶峯Lては,

1卵塊より貯化ずる助的 多少,紳化期日の遅速轡も,
大きく働いている様である｡･

-2イヒ牒虫が約1t的 分散を始めるのは1.倍堂の撲瞬 ,

によるらしいが･更に丸 助成の成育そのもや噛争敬

の動機となる様である｡頚だ幼虫の相瓢こ増盤内に飼

っていろ卿ヒ后20-30閑 吟もp)tこつ早で,僧 墾内
に飼っている助九 ･El桃内に桁る助瓜 僧株外に分散
した助蝕 の各群についで,その年齢榊風 上に貴が見

られるか議場塘 調べた 灘 3図)｡ 本刑静では2化塀

虫の柳 Jの敢大槻こよってその齢を定めようとし杏が,

令鵡鯛 据綻 LX肝1-やことが出来なかったので,大体

三原氏の京された塊準によって奇胎を惜起したO (節

6数)O 此紗捌きとして'=Ji劉 tでいるのほ,玩耶】の最
大翻 ;ある礁田翻こ参る軸率を訳し離 ;ほにすぎないO
あ馴春期に放ける2化蝶虫の脚こよる姥数分胡Uu;灘雷

正虚飾 に庇いことを知ったので, (約3図)北 の:3

つり幼虫群の年齢分布が同一母鶴岡に際 ㌢ることを梗

対した'上で/∵Fisher･の r11-分布によって鼎 ･Lで見
たOその結果潜群の何れの2つの間にも,0.Olrの危

険率で差が羅められたOこの結果より,帯3図に訳す
此埠3つめ幼虫軒は輝妹幼虫瓢 分散妹幼虫群∴輝華
幼虫群の曙に判 幽 魂 んでいると云うことが出氷る様

でおるO≡;原蛾は栂執 こは弗31僻の幼虫が忠に鮮少す:

如 とを見てもTるが,私の抽粟より鬼でも,準榊 瑚
むことが母童の蔭輝と東に母磯より新しい捜えの移動

脇等
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雑3図:榔私 用株分散株に於ける2化
峡虫幼虫の平榊持成

‖

､的に四方え蛇がわで行くので紘ない様である｡節4図は幾つかの桝について幼放及び披鞍基の醜態を横芝如勺に図鼓した屯のであるO脚の中央の円は母数母棟内の血塊数乳母桃内の被韓畿数を爺しているOその閉.
I)の多角形は,母株を京す門札 Eより,その方杓に存

在する幼虫叉ほ被肇饗の数を訳した瓜を述ねたもので

あるO此鯛 で見る摘 紬 周囲え-灘 こ減っている
車のもあるが,叉十方に偏って盃んだ減り方をしてい

るもの屯多tloこの2つの執 ま,fa.輩が母棟の中流部

にあるか,党は周称にあるかによって澄まる様である｡

図の鮎 1'′5,9.はIfa敬が河灘の輔の方に生じたもの

で,偏った潤打をしているqかかる帰り恥 特隼分散

沓集

妙 史
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q朝糊に廠潜で,分散の勘 抑こなるとよほど修正され
で氷る標であるO比の様な偏りは分散貼りについても

同様に見られる○
Ⅴ 繰 括

1)2化塀虫姉2化期の幼虫は押化すると,その大部

分のものは卵の産み付けられていた聾にかたずって喰

い入L),その后およそ 2O日間は他の丑に移動するこ

となく,その楽の内できた措する0,

2化娯虫幼虫は押化后 20日日頃より,移動を開始

し,30口前后に東も盛んに移動する｡幼虫の移動は

.35日吸に一時少くなるが其後再び盛んになり,50日

日以後は時に盛んに移動する様である0

2)LLj澄よLI他の準え移動を始めるのは,rlらの食事

によって丑の操癖すること及び幼虫自身の生育との:1

つが劫機となる様であるoLかし移動の間 に放ける

盛んな移動は饗の放線 こよるよらもも しろ桁の生育に

よりで多くの輩が食物として好適でなくなってゆくこ

とが,重要な原凶である様に思われるo

L3)幼虫,被笥亀 有虫婆の鹿絡分布距離は,放大は

全て ユ00cm,平均は各々 37.7,33.丸 38.9cmであ

って;布山輩で一社当りの幼虫数の多いものは樹株泣

くに多く,虫の居ない牧瀬壁も叉僧株披くに多い勧絢
がある｡

4)乳化妖虫幼虫は母株より四方え放散的に分散して
行くとは限らず,偏った分散を託すことも多いOこれ

は増発が卜柑株内に生じた4順 によって定まり,それ

が中火に出来れば比較的対称的に,又母株の端には来
れば糞んだ分散の撃を示すので粍ないかと考えられる｡

5)'a化摂虫幼虫の蛍榊 軌 跡 こそれの:鞘帥 もの

か,ユ卵塊よE)9酎ヒする幼虫数の多少,舶 ヒ糊の糖の

生育についての遅速によって強く支配される様に憩わ

れ,そのために幼虫の希時期に於ける生存率を確定す

ることが四来なかったが, 10E相 の80'06浅Ej60日
田の30%まで∴ほぼ奴則的に減少する標であるO

Rgsunlも
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8.DDT液剤中の p,p′-DDT の定量について (DDT の定量に関する研免 弟 女報)
沢田昌之 ･高野武史助 ･大LIJ稔 (京都大学化学研究所武原研究鼓)弧 2.28受理

我利息さきにD工)T原未申の有効成分p,p′-DpT

の含有敦を股塩酸反舟に依って定盤す恵方触 発盈L 酸場数授妃輝く御礼取上げるQ倍率耐寒郎 党帝
た-)中英後引続いTeDDT各様数式弼Ⅰのp,p ′-DT)T '離 し学研究栗に依った雄緋 撒 する｡
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茶駅東を符ふに当｣11終始御懇切な御欄醇TL･賜った


